
（別紙３）

～ 2024年　12月31日

（対象者数） 11 （回答者数）
10

～ 2024年　12月　31日

（対象者数） 6 （回答者数）
6

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

活動内容の変更や、バリエーションを増やす。

2

のびのば祭だけではなく、別のイベント開催を

検討していく。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

保護者とのコミュニケーションの機会を増やし

連絡帳アプリの重要性を伝えていきたい。

2

3

○事業所名 のびのばlab

○保護者評価実施期間
2024年　1月　1日

○保護者評価有効回答数

2024年　1月　1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2025年　1月　28日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

活動等の発信を事業所としては行っているが

周知できていないことが多い。

連絡帳アプリの重要性を伝えれていないため

確認してもらえないことが多い。

環境が整っており、のびのび過ごせる施設の広さや

屋外に運動場があり体を使った療育が可能。

また1ヶ月の予定表を組み、利用児童が把握できており

予定を見ながら動けている。

1ヶ月の予定の中で、気温や天候に注意しつつ

屋外での運動ができるように予定を組み込むようにしている。

カレンダー付きのホワイトボードに

1ヶ月の予定を書き込むことで、利用児・保護者に

周知している。

のびのば祭などの保護者も参加できるイベントの開催を

実施し、保護者とのコミュニケーションが図れている。

前もって告知し、準備期間も十分に設けているため

保護者の参加率も高く充実したイベントの開催が

できている。

事業所における自己評価総括表公表


